
授業改善の工夫 自分の考えを書いたり，話したりして明確にさせる工夫 

 

小学校社会科 第５学年 「わたしたちの生活と食料生産」 

単元名 「これからの食料生産とわたしたち」 

単元のねらい 

・我が国の食料生産について，食料自給率の低下，食の安全性，輸入など外国と

の関わりなどに着目して調べ，食料生産向上のための取り組みやこれからの食

料生産のよりよいあり方について考え，食料生産が国民の食料を確保する重要

な役割を果たしていることを理解することができる。 

・我が国の食料生産について，消費者や生産者の立場などから多角的に考え，今

後のよりよい発展のあり方を追究しようとしている。 

 

○ 単元の評価規準 

知識・技能 ・我が国の食料生産について，国民の食生活を支えていること，食料の生産は国

民生活と関連して変化していること，食料の中には外国から輸入しているもの

があることなど調べ，国民の食料を確保する重要な役割を果たしていることを

理解することができる。 

・地図帳や地球儀を用いて国内の主な生産地や輸入相手国の位置を調べたり，統

計や写真などの資料から食料生産をめぐる問題を調べたりすることができる。 

思考・判断・表現 ・食料自給率，食の安全性，輸入などの外国との関わりなどに着目して，食料生

産向上のための取組やこれからの食料生産のよりよいあり方について多角的に

考え，表現することができる。 

主体的に学習に取

り組む態度 

・我が国の食料生産について，会津の取り組みと関連させて考えようとしている。 

・食料生産の現状と課題から，これからの食料生産のよりよいあり方を考えよう

としている。 

 

○ 本時のねらい 

日本の食料を確保するために自給率を高めるべきか，外国と仲良くして輸入するべきかを議論する

ことを通して，根拠に基づいたよりよい食料生産のあり方を考えることができるようにする。 

 

○ 準備物 

 ・児童の名札マグネット 

 ・資料 「ニッポン食べもの力見つけ隊」農林水産省 

  

 

 

 

 



 

 

本時の学習過程 

段階 学習活動・内容 時間 ○教師の支援   評価 

 

導入 

 

 

 

１ 食の安全に関する学習の振り返りを

読み合う。 

・地産地消をすすめる。 

 ・国産のものを積極的に買い食べる 

 

２ 本時の課題をつかむ。 
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○国産のものについてはトレーサビリティの

しくみや顔の見える地産地消の取組などに

よって，安全性を高める取組がなされてい

たことを振り返る。 

 

○子どもたちの国産への思いを高めた上で，

「では，外国からの輸入は必要ないのだろ

うか」と問うことで，認識のずれが生まれ

るようにする。また，すぐに意思決定した

子どもに対しては「本当に？」と問うこと

で揺さぶり，本時のめあてにつなげるよう

にする。 

 

展開 

 

 

 

 

 

３ 意思決定をする。 

（１）名札マグネットを自分の気持ちの

近いところにはる。 

 

（２）自分の考えをノートにまとめる。 

 

 

４ 考えを交流する。 

【自給率上げる】 

○味がおいしい 

○旬のものは健康にもよい 

○安全・安心 

●高い 

●まかないきれない。食べることがで

きない料理が出てくる 

●生産の割に合わない。農家が大豆を

生産しても生活できない 

【輸入する】 

○安くおいしい 

○多様な食事ができる 

●安全性に不安（食品偽装，病気） 
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○名札マグネットを自分の気持ちの近いとこ

ろにはりつけさせることで，思考の共有化

を図ることができるようにする。 

○ノートに考えをまとめさせることで，自分

の意思決定を整理させる。また，初めの意

思決定が学習後にどう変容するか，子ども

自身が捉えることができるようにする。 

 

○なるべく全ての児童の意思決定を聞いた上

で，意見交流をさせるように授業を展開した

い。おそらく自給率を上げるべきと考える児

童が多いことが予想されるため，輸入すべき

と考える児童から発言を展開したい。 

 

○短絡的な結論に陥ることがないよう，双方のメ

リットとデメリットが捉えやすい板書構成に

心がける。 

 

○話し合いの展開に応じて，デメリットに気づく

ことができるような資料を準備しておくこと

で，意思決定したことについて再検討する場面

を設けるようにする。 

日本の食料を確保するためには，食料

自給率を上げるべきか，外国から輸入

すべきか。 



●もし外国で災害があったら輸入がと

められることもある 

●国内の食料生産が衰退する 

５ 再度意思決定をして自分の考えをノ

ートにまとめる。 

（１）名札マグネットを自分の気持ちの

近いところにはり直す。 

 

（２）自分の考えを再度ノートにまとめ

る。 
 

日本が食料を確保するには，地産地

消や米中心の食生活を推進して，まず

食料自給率を上げるべきだ。そして，

日本でつくれるものは輸入せずに日本

でつくるとよいと思う。その上で，輸

入量を少しずつ減らしていくことが重

要だ。 
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○すべてを一度に解決することはできないとい

うことを踏まえて，輸入をしながらも，少しず

つ自給率を向上させることができるような方

法を考えていく必要性あることに気づかせる

ように話し合いをコーディネートする。 

○自分事として考えることができるように，最後

は「自分は」どう考えるのかをまとめさせる。 

○正解のない難しい問題であることを告げ，友達

の考えと違ってもよいことを伝えるようにす

る。 
 

我が国の食料を確保するための議論を通し

て，これからの日本の食料生産の在り方につ

いて考えを深めている。【発言，ノート】 

 

終末 

 

６ 本時の振り返りをする。 
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○学びのサポートに学習で学んだことや考え

たことを振り返らせる。 

 

 


